
やまぐち森林づくり推進協議会

第１回会議資料

令和６年７月 23 日

山口県農林水産部 森林企画課・森林整備課



目 次

◆ 令和５年度事業実績            

１ 事業の全体概要            ……… p. 1

２ 個別事業の取組実績          ……… p. 3

◆  令和６年度事業計画

１ 事業の全体概要               ……… p.17

２ 個別事業の取組計画           ……… p.18

◆ 第４期対策のこれまでの取組        ……… p.30

◆ 第１期対策から第４期対策までの成果や課題等 …… p.31

◆ 今後の検討スケジュール                  ……… p.48



１ 事業の全体概要

(1) 総括表

令和５年度については、やまぐち森林づくり県民税の税収額に、令和３年度剰

余金を加えた予算額461,338,000円により、「森林機能回復事業」や「繁茂竹林

、整備事業」「地域が育む豊かな森林づくり推進事業」などの県民税関連事業を実

施しました。

各種事業の実績は次表のとおりであり、事業費の決算見込額は 422,500,307

円、残余金は38,837,693円となりました。

  （事業費の単位：円）

区分
令和５年度事業

予算額等 決算額等

森林機能回復事業
（ハード対策）

整備面積 400㌶ 406.14㌶

事 業 費 203,347,000 201,775,823

繁茂竹林整備事業
（ハード対策）

整備面積 70㌶ 83.75㌶

再生竹除去等面積 359㌶ 318.04㌶

事 業 費 194,991,000 176,690,409

地域が育む豊かな森林づくり推進事業（ハード対策）

中山間地域対策
取組市町 ４市

４市
(２集落３法人)

事 業 費 － 8,121,400

地域課題対策
取組市町 14市町

13市町
(21箇所)

事 業 費 － 24,347,355

小計 50,000,000 32,468,755

地域森林づくり活動強化対策事業（ソフト対策）

森林環境ボランティア
リーダー養成事業

事 業 費 1,000,000 892,422

森林環境活動サポート
事業

取組団体 ３市町８団体 １市 10団体

事 業 費 7,000,000 6,000,000

小計 8,000,000 6,892,422

県民参加の森林づくり推進
事業（ソフト対策） 事 業 費 5,000,000 4,672,898

事業費計 461,338,000(a) 422,500,307(b)

残余金
（(a)－(b)） 38,837,693

◆令和５年度事業実績
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(2) 税収等

税収等の決算額は458,832,476 円で、予算額461,338,000 円を2,505,524 円

下回りました。

区分
予算額
（①）

決算額
（②）

増減額
（②－①）

令和５年度税収額 405,000,000円 402,493,623円 △2,506,377円

令和３年度剰余金 56,338,000円 56,338,853円 853円

計 461,338,000円 458,832,476円 △2,505,524円

(3) 剰余金

税収等の減収分に事業費の残余金等を加えた 37,878,345 円の剰余金が生じま

した。

区分 金  額 摘 要

税収等の減収分 △2,505,524円

残余金 38,837,693円

返還金 1,546,176円

計（剰余金）            37,878,345円
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２ 個別事業の取組実績

(1) 森林機能回復事業（ハード対策）〔実施主体：森林所有者等〕

本事業は、奥山等で手入れが行き届かず、下草が枯れ、樹木の根が露出す

るなど荒廃し、森林機能の低下したスギ・ヒノキ人工林を対象に伐採率 40

～60％以上の強度な間伐を実施し、森林機能の回復を図ることを目的として

います。

令和５年度については、16 市町 424 箇所で実施し、406.14 ㌶の整備を行

いました。

区分 計画 実績

整備面積 400.00 ㌶ 406.14 ㌶

事業費 203,347,000 円 201,775,823 円

【概要】 （位置図）

場所
お ぜ

岩国市小瀬字割舟
わりふね

面積 0.18 ㌶

施行

内容
ヒノキ 45 年生の強度間伐

（施行前）   （施行後）

  

実施例

割舟
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(2) 繁茂竹林整備事業（ハード対策）〔実施主体：県〕

本事業は、周辺の人工林の成長や生活面で支障をきたす、繁茂・拡大した

竹林の伐採（全伐）及び伐採後の再生竹の除去を行い、豊かな自然林への回

復を誘導することを目的としています。

令和５年度については、竹の全伐を 12 市町 20 箇所で実施し、当初計画を

上回る 83.75 ㌶の整備を行いました。

また、再生竹の除去を 15 市町 67 箇所（259.84 ㌶）で実施するとともに、

事業後の経年変化に応じ、再度の再生竹除去等を実施するフォローアップ業

務（10 市町 20 箇所：57.82 ㌶）や広葉樹植栽（３市４箇所：0.38ha）を行

い、森林への誘導を促進しました。

区分 計画 実績

整備面積 70.00 ㌶ 83.75 ㌶

再生竹除去等面積 359.00 ㌶ 318.04 ㌶

事業費 194,991,000 円 176,690,409 円

【概要】 （位置図）

場所
美祢市大字西厚保町原

にしあつちょうはら

字和田
わ だ

面積 10.84 ㌶

施行

内容

繁茂した竹の伐採、林内の

整理

（施行前）   （施行後）

  

実施例１

和田

- 4 -



【概要】 （位置図）

場所
下関市豊田町大字今出

い ま で

おか

字岡の原
はら

面積 2.79 ㌶

施行

内容
再生竹の除去

（施行前） （施行後）

(3) 地域が育む豊かな森林づくり推進事業（ハード対策）

市町等が計画・実施する多様な森林整備に対し支援を行い、豊かな森林づ

くりを市町と一体となって推進しました。

区分 予算等 実績

中山間地域対策
取組市町 ４市

４市

（２集落３法人）

事業費 ― 8,121,400 円

地域課題対策
取組市町 14 市町

13 市町

（21 箇所）

事業費 ― 24,347,355 円

計 50,000,000 円 32,468,755 円

実施例２

白根川
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ア 中山間地域対策〔実施主体：市町等〕

令和５年度については、４市（５箇所）で実施し、放置された竹林等を伐

採し、緩衝帯整備、景観改善を行いました。

「農地周辺の里山林整備による鳥獣被害防止」

【概要】 （位置図）

場所
周南市大字莇地

あどうぢ

面積 1.72 ㌶

施行

内容
農地周辺の里山林整備

莇地地区は、農産物の生産活動を実施している地域で、鳥獣被害対策として防護

柵の設置などの対策を行っています。しかしながら、本地区の森林と里山との境に

ついては、有害鳥獣の隠れ家やえさ場となる長期間放置された竹林や雑木林に囲ま

れており、農作物への被害が多く発生しています。

このため、農地に隣接する森林について、林内の見通しを阻害する低木等の刈り

払い等を行い、里山と森林部分との緩衝帯を整備しました。

（施行前） （施行後）

実施例

莇地
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中山間地域対策（４市）

事務所 市町名 対象エリア等 実施概要
事業費

（円）

周南

光市 ①三井地区
み い ち く

 雑木等の伐採による農地周辺

の里山林整備

 鳥獣被害の防止

152,000

周南市 ②莇地地区
あ ど う じ ち く

 繁茂竹林や雑木の伐採による

集落周辺の里山林整備

 農山村風景の回復

 鳥獣被害の防止

2,645,500

美祢

美祢市

③秋芳町青景
しゅうほうちょうあおかげ

農事組合法人

第 13 営農区
だい 13 えいのうく

 繁茂竹林伐採による農地周辺

の里山林整備

 鳥獣被害の防止

281,872

ひがしあつちょう

④東厚保町川東
かわひがし

農業組合法人

植
しょくりゅう

柳 ファーム

3,213,428

山陽

小野田市

⑤厚狭
あ さ

農事組合法人

川上営農組合
かわかみえいのうくみあい

 繁茂竹林伐採による農地周辺

の里山林整備

 鳥獣被害の防止

1,828,600

計 8,121,400
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イ 地域課題対策〔実施主体：市町〕

令和５年度については、13 市町（21 箇所）で実施し、観光地周辺の景観

改善、登山道周辺の修景伐採など多様な森林整備を行いました。

「景観整備による山頂周辺の眺望改善」

【概要】 （位置図）

場所 山口市大歳

面積 1.29 ㌶

施行

内容

景観改善のための支障木等
の伐採

金山は、山口市大歳地区にあり、東側には大歳地区の街並みが広がっているた

め、眺望が絶景のスポットとなっています。また、山へのアクセスも良いため、ト

レッキング等を通じた地域住民の活動の場の創生や、地域資源を大切にする意識の

醸成に資することが期待されます。しかしながら、遊歩道周辺や山頂付近の樹木が

密生するとともに、雑草木も繁茂し、景観や利用性が損なわれています。

このため、こうしたビューポイント及び遊歩道周辺の修景伐採を実施し、眺望を

改善させるとともに利用者の安全を確保しました。

（施行前） （施行後）

   

実施例

金山
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地域課題対策（13 市町）

事務所 市町名 対象エリア 実施概要
事業費

（円）

岩国 和木町
①

蜂ヶ峯総合公園
はちがみねそうごうこうえん

 公園内の繁茂竹林等の伐採

 景観改善、利用者の安全確保
1,082,000

柳井

周防

大島町
②嵩山

だけさん  遊歩道周辺における竹林伐採

 景観改善、利用者の安全確保
712,800

上関町 ③上 盛 山
かみさかりやま

 歩道周辺における繁茂竹林の

伐採

 景観改善、利用者の安全確保

664,000

平生町

④大星山
おおぼしやま

 展望施設・登山道周辺の修景伐

採、植栽

 景観改善、観光客の安全確保

670,000

お お の

⑤大野地区
ち く

う さ き

⑥宇佐木地区
ち く

 人家等周辺の繁茂竹林の伐採

 生活環境の改善
513,000

周南

下松市

⑦笠戸島
かさどじま  観光施設周辺の修景伐採

 景観改善、観光客の安全確保
2,002,000

⑧河内地区
こ う ち ち く  人家等周辺の繁茂竹林の伐採

 生活環境の改善
125,400

光市 ⑨東岡地区
ひがしおかちく  遊歩道周辺の修景伐採

 景観改善、利用者の安全確保
1,309,000

周南市

⑩円山
まるやま  里山斜面の修景伐採

 景観の改善、農山村風景の回復
2,310,000

⑪太華山
たいか ざ ん

 公園内の修景伐採

 景観改善、登山者の安全性・利

便性向上

861,300

山口 山口市 ⑫金山
かなやま

 登山道及び山頂周辺の修景伐

採

 景観改善、登山者の安全性・利

便性向上

3,626,700
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防府市 ⑬毛利氏庭園周辺
もうりしていえんしゅうへん

 庭園周辺の修景伐採

 景観改善、観光客の安全性・利

便性向上

1,282,500

下関 下関市

⑭延行・有冨地区
のぶゆき ありどみちく

 仁馬山古墳及び人家等周辺の繁

茂竹林の伐採

 景観及び生活環境の改善

607,750

⑮竜 王 山
りゅうおうざん  登山道・山頂周辺の修景伐採

 景観の改善
5,286,600

長門 長門市

⑯仙崎紫 津浦
せんざきむらさきつうら

地区
ち く

 地区周辺の修景伐採

 景観改善、利用者の安全確保
389,000

⑰俵山地区
たわらやまちく  地区周辺の竹林伐採等

 景観改善、利用者の安全確保
866,800

⑱日置地区
へ き ち く  観光施設周辺の修景伐採等

 景観改善、利用者の安全確保
749,100

⑲油谷地区
ゆ や ち く  遊歩道周辺の修景伐採等

 景観改善、利用者の利便性向上
749,100

萩

萩市 ⑳菊ケ浜地区
き く が は ま ち く

 海岸林の景観整備・枯損木除

去等

 景観の改善

397,305

阿武町 ㉑イラオ山
い ら お や ま  山頂周辺の植栽樹の保育

 町民憩いの場の活用促進
143,000

計 24,347,355
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(4) 地域森林づくり活動強化対策事業（ソフト対策）

ア 森林環境ボランティアリーダー養成事業【実施主体：県】

各地で森林ボランティア活動に取り組んでいる団体のリーダーの資質を一層

高めるため、自然体験活動等における手法、森の道具の使い方などの研修を開催

し、７名が参加しました。

区分 計画 実績

事 業 費 1,000,000円 892,422円

【竹林整備研修】 【体験イベント実技研修（草木染め）】

イ 森林環境活動サポート事業【実施主体：市町、森林ボランティア】

県民の森林づくり活動への参画促進や森林づくりへの理解促進を図るた

め、ボランティア団体など１市10団体が地域のニーズに応じて取り組む自

主的な森林づくり活動を支援しました。

区分 計画 実績

支援団体 ３市町８団体 １市10団体

事 業 費 7,000,000円 6,000,000円

実施例
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① 森林整備活動に対する支援

森林整備を行う森林ボランティア等の４団体を対象に、活動に必要な苗

木や道具等の資機材等の購入経費等に対して、１団体当たり500千円を助

成し、以下のとおり活動が行われました。

この取組を通じて、ボランティアの活動内容の充実と更なる活動を促進

しました。

所在地 団体名等 実施内容
助成額

(円)

山口市
竹林ボランティア山口

南

約0.50haの森林整備（竹伐採、散策道整備等）

、樹木の植樹活動等を実施、延べ200名が参加
500,000

宇部市
エシカルバンブー株式

会社

約0.50haの森林整備（竹伐採、枯竹整理等）、

竹オブジェの製作活動等を実施、延べ177名が参

加

500,000

下関市 楢原ゆうあい会
約0.75haの森林整備（竹伐採、間伐等）、樹木

の植樹活動等を実施、延べ135名が参加
500,000

下関市
中山間地域活性化研究

会下関支部

約0.6haの森林整備（竹伐採、草刈り等）、山

道整備活動等を実施、延べ34名が参加
500,000

小計 2,000,000

○森林整備活動に対する支援

【エシカルバンブー株式会社】

（宇部市）

【中山間地域活性化研究会下関支部】

（下関市）

実施例
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② 森林環境教育・体験交流活動に対する支援

地域の子どもたちや都市住民を対象とした森林体験、木工体験等を行う森林

ボランティア等の６団体に対して、１団体当たり500千円の活動経費を助成

し、以下のとおり活動が行われました。この取組を通じて、森林整備の必要性

に対する理解促進を図りました。        

所在地 団体名等 実施内容
助成額

(円)

岩国市 やまぐちログ匠の会
木工体験教室や椎茸駒打ち体験等を計6回実

施、延べ81名が参加
500,000

柳井市 Seeds

森林体験学習（竹のおもちゃづくりやコー

スターづくり等）や椎茸駒打ち体験等を計

11回実施、延べ318名が参加

500,000

山口市 森の案内人の会
ツリークライミング体験や薪割り・たき火

体験等を計5回実施、延べ355名が参加
500,000

山口市 （株）樹

無煙炭化器を使ったバンブーバウムクーヘ

ンづくりや竹あかり製作を計4回実施、延べ

93名が参加

500,000

下関市 王喜たけのこ部会
伐竹や玉切り等の竹林整備体験や、椎茸駒

打ち体験等を計1回実施、144名が参加
500,000

下関市
(一財)豊田湖畔公園管理

財団

竹灯篭づくりや丸太切り体験等を計6回実施

、延べ204名が参加
500,000

小計 3,000,000

○森林環境教育・体験交流活動に対する支援

【（株）樹】
（山口市）

【王喜たけのこ部会】
（下関市）

実施例
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③ 市町への支援

ボランティアが山村や竹林を適正に維持管理できるよう、下松市がボランテ

ィアへ貸し出すためのチッパー等の購入を支援し、更なる森林整備活動を促進

しました。

市町 保管場所 実施内容
助成額

(円)

下松市
下松市スポーツ

公園管理者倉庫

森林ボランティアなど２団体が利用する

自走式木材粉砕機（小型）１台等を購入
1,000,000

小計 1,000,000

○市町への支援

【自走式木材粉砕機 購入】
（下松市）

実施例
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(5) 県民参加の森林づくり推進事業（ソフト対策）〔実施主体：県〕

税制度の目的や使途などについて県民の理解促進を図るため、地域行事への

参加や県や市町の施設でのパネル展示など各種の周知活動を行いました。

なお、令和５年６月に行われた「県政世論調査」の結果では、森林づくり県民

税の周知率は34.1 ㌫となっています（調査対象：県内に在住する18 歳以上の

男女3,000人、有効回収数：1,311人、回収率：43.7㌫）。

区分 計画 実績

事 業 費 5,000,000円 4,672,898円

○地域行事における周知活動

【まちと森と水の交流会（周南市）】 【長府企業フェスタ（下関市）】

○県・市町等施設での周知パネルの展示 ○県民税事業地等を活用した周知活動

【山口総合庁舎】 【里山ローズ（長門市）】

実施例
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１ 事業の全体概要

やまぐち森林づくり県民税関連事業の令和６年度事業については、

５年間の整備目標や各市町への意見照会等を踏まえ、次表のとおり実

施することとしたい。

区 分

令和６年度事業計画 令和６年度

予算額
（千円）整備

計画量
意見照会又
は要望量

事業量
（案）

森林機能回復事業

（ハード対策）
400.00 ㌶ 400.00 ㌶ 400.00 ㌶ 202,732

繁茂竹林整備事業
（ハード対策）（注 1）

70.00 ㌶ 70.00 ㌶ 70.00 ㌶
175,331

(256)㌶ (256)㌶ (256)㌶

地域が育む豊かな森林づくり推進事業（ハード対策）

中山間地域対策 － ３市 ３市

50,000

地域課題対策 － 15 市町 15 市町

地域森林づくり活動強化対策事業（ソフト対策）

森林環境ボランティ
アリーダー養成事業

森林作業技術、安全対策に関する研修

会や情報交換会を開催
1,000

森林環境活動サポー
ト事業

3 市町
8 団体

1 町
5 団体

1 町
5 団体

7,000

県民参加の森林づくり 地域イベントや県民税関連事業地等を
推進事業（ソフト対策） 活用した周知活動を実施 10,000

計 446,063(注 2)

（注 1）繁茂竹林整備事業の（ ）内数値は再生竹除去等面積である。

（注 2）令和６年度予算額 446,063 千円の内訳：令和６年度税収見込額 406,000

千円、令和４年度剰余金 40,063 千円

◆令和６年度事業計画
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２ 個別事業の計画

(1) 森林機能回復事業及び繁茂竹林整備事業（ハード対策）

森林機能回復事業、繁茂竹林整備事業については、各市町への目安

事業量に関する意見照会の結果を踏まえ、次表のとおり実施すること

としたい。
                                                   （単位：㌶）

※ 目安事業量

各事業の整備計画量（森林機能回復事業：400 ヘクタール、繁茂竹林整備事

業：70 ヘクタール）を、事業実施要件に合致する森林（竹林）面積の市町別割

合をもとに按分して求めた試算値。

事務所 市町名 森林機能回復事業 繁茂竹林整備事業

岩国
岩国市 96.60

97.20
4.40

4.90
和木町 0.60 0.50

柳井

柳井市 7.10

14.10

1.90

4.90

周防
大島町

3.50 0.90

上関町 0.50 0.50

田布施町 1.70 1.00

平生町 1.30 0.60

周南

下松市 3.40

60.40

1.20

9.90光市 2.20 2.00

周南市 54.80 6.70

山口
山口市 52.00

54.90
4.50

6.00
防府市 2.90 1.50

美祢

宇部市 6.50

58.50

2.50

10.00美祢市 48.70 6.40

山陽
小野田市

3.30 1.10

下関 下関市 35.10 35.10 14.20 14.20

長門 長門市 21.70 21.70 6.20 6.20

萩
萩市 53.30

58.10
12.80

13.90
阿武町 4.80 1.10

計 400.00 70.00
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(2) 地域が育む豊かな森林づくり推進事業（ハード対策）

中山間地域の振興に向けた里山の整備など、地域の課題を踏まえ市

町等が独自に多様な森林整備を行う本事業については、次のとおり実

施したい。

ア 事業実施上の基本的な考え方

① 森林の整備に関する費用であること。

② 新たに実施または拡充する施策に要する費用であること。

③ 施設の整備や維持管理・修繕を除くこと。

④ 事業効果が長期間継続的に発揮されるよう、対象森林を適正に管

理することを義務付けるとともに、森林以外への転用等を制限す

る協定を地元所有者と締結すること。

イ 市町からの要望調査の結果

要望

市町数
要望の内訳 配分額

市町

中山間地域対策：３市 13,953 千円

50,000 千円

地域課題対策：15 市町 36,047 千円

ウ 予算配分

中山間地域対策及び地域課題対策とも要望どおり配分予定。
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エ 市町別の実施計画案

① 中山間地域対策（３市）

事務所 市町名 対象エリア等 計画概要

周南 周南市 莇地地区
あどうじちく

 繁茂竹林や雑木の伐採による集落周辺

の里山林整備

 景観保全による美しい農山村風景の回

復、鳥獣被害の防止及び法人経営の安

定化

美祢

美祢市

秋芳町青景
しゅうほうちょうあおかげ

農事組合法人

第 13 営農区
だい 13 えいのうく

 繁茂竹林伐採による農地周辺の里山林

整備

 鳥獣被害の防止及び法人経営の安定化東厚保町川 東
ひがしあつちょうかわひがし

農業組合法人

植
しょくりゅう

柳 ファーム

山陽

小野田市

厚狭
あ さ

農事組合法人

川上営農組合
かわかみえいのうくみあい

 繁茂竹林伐採による農地周辺の里山林

整備

 鳥獣被害の防止及び法人経営の安定化
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《中山間地域対策の対象エリアの状況》

〔所在地〕

美祢市東厚保町川東

〔対象エリア等〕

農事組合法人「植柳ファーム」

〔実施内容〕

繁茂竹林伐採による農地周辺

の里山林整備

〔目的〕

 鳥獣被害の防止

〔所在地〕

周南市大字莇地

〔対象エリア等〕

莇地地区（農業組合法人）

〔実施内容〕

繁茂竹林や雑木の伐採による

農地周辺の里山林整備

〔目的〕

 景観保全による美しい農山村

風景の回復

 鳥獣被害の防止

〔所在地〕

山陽小野田市大字厚狭

〔対象エリア等〕

川上営農組合(農業組合法人）

〔実施内容〕

繁茂竹林や雑木の伐採による

農地周辺の里山林整備

〔目的〕

 鳥獣被害の防止
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② 地域課題対策（15市町）

事務所 市町名 対象エリア 計画概要

岩国

岩国市

多田地区
た だ ち く  地区周辺の竹林整備

 生活環境の改善

しゅうとうまち

周 東町祖生地区
そ お ち く  地区周辺の竹林整備

 生活環境の改善

和木町 蜂ヶ峯総合公園
はちがみねそうごうこうえん  公園内の繁茂竹林等の伐採

 景観改善、利用者の安全確保

柳井

周防

大島町
安高地区
あ だ か ち く  地区周辺の修景伐採

 生活環境の改善

上関町 皇座山
おおざさん  登山道・山頂周辺の修景伐採

 景観改善、利用者の安全確保

平生町

大星山
おおぼしやま  展望施設・登山道周辺の修景伐採等

 景観改善、観光客の安全確保

全域
 人家等周辺の繁茂竹林の伐採

 生活環境の改善

周南 下松市

笠戸島
かさどじま  観光施設周辺の修景伐採

 景観改善、観光客の安全確保

河内地区
こ う ち ち く  観光施設周辺の修景伐採

 景観改善、観光客の安全確保
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周南

光 市 光井新宮地区
みついしんぐう ち く  海岸林の景観整備・枯損木除去等

 景観改善、利用者の安全確保

周南市

円山
まるやま  里山斜面の修景伐採

 景観の改善、農山村風景の回復

太華山
たいかざん  公園内の修景伐採

 景観改善、登山者の安全性・利便性向上

山口

山口市 朝日山
あさひさん  登山道及び山頂周辺の修景伐採

 景観改善、利用者の安全性・利便性向上

防府市 毛利氏庭園周辺
もうりしていえんしゅうへん  庭園周辺の修景伐採

 景観改善、観光客の安全性・利便性向上

美祢 宇部市
お の

小野地域
ちいき  地区周辺の繁茂竹林整備

 生活環境の改善

下関 下関市

のぶゆき ありどみ ち

延行・有冨地区
く
 仁馬山古墳及び人家等周辺の繁茂竹林の

伐採等

 景観改善、生活環境の改善

よしか

吉賀地区
ち く  登山道・山頂周辺の修景伐採

 景観の改善
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長門 長門市

仙崎紫津浦地区
せ ん ざ き し づ う ら ち く  地区周辺の修景伐採

 景観改善、利用者の安全確保

俵山地区
たわらやまちく  地区周辺の竹林伐採等

 景観改善、利用者の安全確保

日置地区
へ き ち く  観光施設周辺の修景伐採等

 景観改善、利用者の安全確保

油谷地区
ゆ や ち く  遊歩道周辺の修景伐採等

 景観改善、利用者の利便性向上

萩

萩 市 田床山
たとこやま  登山道周辺の修景伐採

 景観改善、利用者の安全確保

阿武町 イラオ山
い ら お や ま  山頂周辺の植栽樹の保育

 町民憩いの場の活用促進
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《地域課題対策の対象エリアの状況》

〔所在地〕

萩市

〔対象エリア〕

田床山

〔実施内容〕

登山道周辺の修景伐採等

〔目的〕

 景観改善、利用者の安全確

保

〔所在地〕

周南市栗野

〔対象エリア〕

太華山

〔実施内容〕

公園内周辺の修景伐採

〔目的〕

 景観改善、登山者の安全

性・利便性向上

〔所在地〕

山口市秋穂二島

〔対象エリア〕

朝日山

〔実施内容〕

登山道周辺の修景伐採等

〔目的〕

 景観改善、利用者の安全

性・利便性向上
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(3) 地域森林づくり活動強化対策事業（ソフト対策）

ア 森林環境ボランティアリーダー養成事業【実施主体：県】

  県下各地で森林ボランティア活動に取り組んでいる団体のリーダー

の資質を一層高めるため、森林体験活動等におけるイベント企画・運営

方法などの研修等を９月から実施します。

イ 森林環境活動サポート事業【実施主体：市町、森林ボランティア】     

森林ボランティアからの独自の提案による森林整備活動や子どもたち

に対する森林環境教育・体験交流活動への支援を引き続き行います。

なお、令和６年３月 18 日から５月 13 日までの間、県ＨＰや市町、広

報への周知等を通じて、公募した結果、１町５団体から応募がありまし

た。

提出された企画書や申請者への個別ヒアリングを行い、事業の波及性

や実現性、効率性、継続性、独自性の５つの項目について、厳正に審査

した結果、以下のとおり１町５団体を採択予定としました。

区分 計画 採択予定

支援団体 ３市町８団体 １町５団体

事業費 7,000,000 円 3,234,000 円

① 森林整備活動に対する支援

森林整備を行う森林ボランティア等の４団体を対象に、活動に必

要な苗木や道具等の資機材等の購入経費等に対して、１団体当たり

約500千円を助成し、自主的かつ継続的な活動が行われるよう支援しま

す。
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（採択予定団体の概要）

所在地 団体名等 実施計画
助成額

(千円)

岩国市
美竹林ボランティ

ア錦川

約1.22haの竹林整備、竹炭製炭、古道

修復活動等を実施
  500

岩国市
山口県産業ドロー

ン協会

約0.10haの竹林整備、竹炭製炭活動を実

施
  500

防府市

学校法人脇学園認

定こども園松崎幼

稚園

約0.85haの森林整備（枯木等の搬出、

植樹等）、木製防護柵設置活動等を実施
  493

下関市
出会いの森ファン

クラブ

約1.20haの森林整備活動（草刈り、間

伐）、椎茸収穫体験会等を実施
  500

小計 1,993

※所在地は団体本部の位置。

○森林整備活動に対する支援

【美竹林ボランティア錦川】
（岩国市）

【山口県産業ドローン協会】
（岩国市）

② 森林環境教育、体験交流活動に対する支援

   地域の子どもたちや都市住民を対象とした森林体験、木工体験、木育

等を行う森林ボランティア等の１団体に対して、１団体あたり500千円

の活動経費を助成し、森林整備の必要性に対する理解促進及び今後の森

林整備活動への参画を促進します。
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（採択予定団体の概要）

所在地 団体名等 実施計画
助成額

(千円)

萩市 株式会社萩・森倫館
丸太切り体験、薪割り・焚き火体験、
間伐体験等を実施
（4回、延べ人数100名）

500

小計 500

○森林環境教育・体験交流活動に対する支援

【株式会社萩・森倫館】
（萩市）

③ 市町への支援

ボランティアが竹や木材を処理する機器（無煙炭化器）を利用できる

よう、周防大島町がボランティアへ貸し出すための無煙炭化器購入を支

援し、更なる整備活動を促進します。

（計画の概要）

市町 活動支援団体数 事業内容
補助額

(千円)

周防大島町 ２団体 無煙炭化器３台購入 791

小計 791
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(4) 県民参加の森林づくり推進事業（ソフト対策）

税制度の導入目的や具体的な税の使途などについて県民の理解促進を

図るため、公共施設、地域イベント等におけるパネル展示、リーフレッ

トの配付や税関連事業地におけるイベントの開催などにより周知を図り

ます。

１ 広報ツールを活用した周知活動の実施

(1) 県や市町の施設等における周知パネルの展示

(2) 県や市町の関係施設等へのリーフレットの配布

(3) やまぐち森林づくりレポートの作成・公表

(4) 小学生向けパンフレットを全小学校等へ配布

２ 県民税事業地等を活用した周知活動の実施

(1) 事業地を活用したイベントの開催

(2) 事業地で伐採された木材や竹材の各種イベント等での活用

(3) 県民税を活用した事業であることを表示した解説板の設置

(4) 「2050 年の森」を活用したイベントの実施

３ やまぐち森林づくり推進協議会の開催

(1) 協議会の開催

(2) 県のホームページで協議内容等を掲載

４ その他の広報活動

(1) 県政出前トークの活用

(2) 県政放送等や市町、森林組合広報誌などへの掲載

(3) 森林づくり推進協議会の開催案内等、積極的なプレスリリース

(4) 新各種イベントに参加し、ＰＲ用パネルの展示や、レポート及びリーフレ

ットを配布（３イベントで調整中）

(5) 新デジタルサイネージを活用した周知

周知活動の実施案

- 29 -



【森林機能回復事業】
奥山等の荒廃森林、約２千箇所、2,027 ㌶の間伐を実施し、荒廃した

森林の多面的な機能の回復を図り、当初計画を達成する見込み

【繁茂竹林整備事業】
繁茂・拡大した竹林、約百箇所、413 ㌶の竹の伐採により、豊かな自

然林への回復が進んでおり、当初計画を達成する見込み

【地域が育む豊かな森林づくり推進事業】
放置された里山林の整備など、多様な森林整備を全市町が実施

【地域森林づくり活動強化対策事業】
34団体を支援し、約５千人が15㌶の森林整備等の様々な活動に参加

【県民参加の森林づくり推進事業】
森林づくりレポートやリーフレットの配布等による周知啓発の実施

             （事業費の単位：千円）

区分
令和２～５
年度実績①

令和６年度
計画②

第４期合計
見込み①+②

５年間の
整備目標

森林機能回復事業
整 備 面 積 1,627.85 ㌶ 400 ㌶ 2,027.85 ㌶

2,000 ㌶
事 業 費 771,403 202,732 974,135

繁茂竹林整備事業

整 備 面 積 343.69 ㌶ 70 ㌶ 413.69 ㌶

350 ㌶再生竹除去等面積 985.99 ㌶ 256 ㌶ 1,241.99 ㌶

事 業 費 617,327 175,331 792,658

小計 1,388,730 378,063 1,766,793

地域が育む豊かな森林づくり推進事業（ハード対策）

中山間地域対策
取 組 市 町

５市
(６集落４法人)

３市
(１集落３法人)

５市
(６集落４法人)

－
単年度事業費
50,000 千円

事 業 費 41,341 13,953 55,294

地域課題対策
取 組 市 町 17 市町 15 市町 17 市町

事 業 費 106,799 36,047 142,846

小計 148,140 50,000 198,140

地域森林づくり活動強化対策事業（ソフト対策）
森林環境ボラン
ティアリーダー
養成事業

事 業 費 3,182 1,000 4,182
－

単年度事業費
8,000 千円

森林環境活動サ
ポート事業

取 組 団 体 １市町 29 団体 １町５団体 ２市町 34 団体

事 業 費 17,482 7,000 24,482

小計 20,664 8,000 28,664
県民参加の森林づ
くり推進事業（ソフ
ト対策）

事 業 費 17,856 10,000 27,856 －

事業費計 1,575,390 446,063 2,021,453

税収計
1,618,232 406,000 2,024,232

剰余金 2,024,232 - 2,021,453 = 2,779

◆第４期対策のこれまでの取組
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１ 森林整備に対する基本的な考え方

（１）森林づくり県民税の対象森林

（２）荒廃森林の整備状況

２ 事業の成果や課題

○ 森林機能回復事業（強度間伐）

○ 繁茂竹林整備事業（竹の伐採）

○ 地域が育む豊かな森林づくり推進事業

○ 地域森林づくり活動強化対策事業

○ 県民参加の森林づくり推進事業

３ 森林・林業を取り巻く環境変化

第１期対策から第４期対策までの成果や課題等
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私有林かつ人工林面積
【約１１万ha《１１１，１６３ha》】

県土の保全、水源かん養、保健文化
生活環境保全の各機能の高度発揮が期待される私有林の人工林

《１０７，８１０ha》

道路から遠く離れるなど、地形・地理的条件により、
林業経営に適さない、今後も所有者による整備が期待できない森林

（約３万ha《２８，２７６ha》)

整備が必要な林業経営に適さない荒廃森林
《約２万ha》

１ 森林整備に対する基本的な考え方

事業で間伐を実施した森林
《８，５３９ha見込み》

平成17年度から森林づくり県民税

整備率約３割

（１）森林づくり県民税の対象森林

（２）荒廃森林の整備状況

（森林面積は令和６年３月末現在）
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計
【H17～R6】

見込み

第４期
【R2～R6】
見込み

第３期
【H27～R1】

実績

第２期
【H22～H26】

実績

第１期
【H17 ～H21】

実績
区分

8,539 ha2,027 ha2,007 ha1,989 ha2,516 ha強度間伐

1,858 ha413 ha381 ha626 ha438 ha 竹の伐採

10,397 ha2,440 ha2,388 ha2,615 ha2,954 ha計

(1) これまでの整備面積

≪強度間伐≫ 荒廃した人工林の再生

過密化により下層植生が消失 下層植生の回復した健全な森林

≪竹の伐採≫ 人工林に侵入した繁茂竹林の皆伐

人工林の成長に支障 豊かな自然林へ回復

○ 森林機能回復事業（強度間伐）
○ 繁茂竹林整備事業（竹の伐採）

２ 事業の成果や課題

(2) 成果（第１期～第４期）

森林の機能別に評価を実施（次ページ以降参照）

(3) 課題

・奥山等の荒廃した人工林の整備（強度間伐）については、計画どおり
進んでいるものの整備率は約３割であること。

・竹の伐採については、計画を超える取組を行っているものの、依然と
して地域からの要望が多いこと。
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256，311千立方㍍
の貯留量が増加

調査地（県民税事業地）において、人工降雨装置を活用した散水を行い、散水量
と流出量の差により、地中に浸み込んだ浸透量を算出 ※平成20年度実施

①事業実施前後の浸透量（浸透能）

≪水源かん養機能≫
（森林が雨水を貯留し、洪水や渇水を緩和する機能）

施行１年目
/（㎜ 年/ha）

施行２年目
/（㎜ 年/ha）

施行３年目
/（㎜ 年/ha）区分

.１３７３.１０５１.１８１ ８強度間伐

.２１５７.３８９９.５０１ １竹林整備

H17～R6（貯留増加量）第４期（貯留増加量）区分

１５７，６５６千m3８，９５６千m3強度間伐

９８，６５５千m3４，８１４千m3竹林整備

２５６，３１１千m3１３，７７０千m3計

③事業実施による貯留増加量

②施行経過年別のha・年当たりの貯留増加量
※最大浸透能と気象データ等から試算

増減率
/② ①（倍）

②事業実施後
/（㎜ 時間）

①事業実施前
/（㎜ 時間）区分

.２ ７１８９７１強度間伐

.１ ８２７３１５０竹林整備

★第４期までの取組で、山口きらら博
記念公園のドーム３９４個分に相当！

※やまぐち富士商ドームの容積は６５０千立方㍍
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★第４期までの取組で、１０㌧ダンプトラック１７，２２７台分
の土砂流出を防止！

※１０㌧ダンプトラックの積載容量は１台当たり５．５立方㍍

①事業実施前後の土砂流出量
※人工降雨装置を活用した調査により、流出した土砂量を計測

増減率（倍）
/① ②

増減量
②－①

②事業実施後
（m3/ha）

①事業実施前
（m3/ha）区分

１０３.▲１ ０２.０ ０１.１ ０３強度間伐

７.▲０ ０６.０ ０１.０ ０７竹林整備

H17～R6（土砂流出防止量）第４期（土砂流出防止量）区分

９３，４８４m3６，０２５m3強度間伐

１，２６７m3６６m3竹林整備

９４，７５１m3６，０９１m3計

③事業実施により防止した土砂流出量

≪土壌保全機能≫
（森林が土壌の流出を抑制する機能）

９４，７５１立方㍍
の土砂流出を防止

②施行経過年別のha・年当たりの土砂流出防止量
※最大浸透能と気象データ等から試算

施行１年目
（m3/年/ha）

施行２年目
（m3/年/ha）

施行３年目
（m3/年/ha）区分

.０９１１.１０２３.１ ０２４強度間伐

.００３０.００６１.０ ０６３竹林整備
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≪ 二酸化炭素吸収機能≫
（森林が二酸化炭素を吸収し貯蔵する機能）

８３２，４８６㌧分
の二酸化炭素を吸収

二酸化炭素吸収量
H17～R6（吸収量の増加量）第４期（吸収量の増加量）区分

６５３，０５５ CO2t５０，３７６ CO2t強度間伐

１７９，４３１ CO2t１２，０６４ CO2t竹林整備

８３２，４８６ CO2t６２，４４０ CO2t計

※算出方法は京都議定書のルールに基づく

※齢級：５年を1区分とする林齢の階級（例：1年生から５年生までは１齢級、６年生から１０年生まで
は２齢級）

齢級別吸収量

★第４期までの取組で県民全体（約130万人）が呼吸で排出す
るCO２量の６４０日分を吸収！

※人が一日当たり呼吸で排出するCO2量は約1㎏
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県民税関連事業評価について

平成21年度に、県民税関連事業の導入効果を科学的に検証する
「県民税関連事業評価」を実施しています。

強度間伐（本数率で40％以上を伐木）した施行地16箇所、繁茂
竹林を皆伐した施行地８箇所に人工降雨装置を設置し、①雨水が
土中に浸み込む量と②森林から流出する土砂量を計測しています。

令和６年度は、第４期対策（令和２年度～令和６年度）の最終
年度にあたることから、第４期対策の５年間の効果、及び制度導
入以降の20年間の効果について、「県民税関連事業評価」のデー
タをベースに検証しました。

なお、③二酸化炭素の吸収量は、京都議定書のルールに基づき、
山口県林分材積表から樹種・齢級別の吸収量を算定し、評価して
います。

美祢市 岩国市

光市

平生町

田布施町

下松市

防府市

山口県

上関町

和木町

阿武町

阿東町

山口市

柳井市

下関市

山陽小野田市 宇部市

萩市

長門市

周防大島町

周南市

公益森林整備事業調査位置

竹繁茂防止緊急対策事業調査位置

調査箇所位置図 １６箇所
８箇所

【参考】
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人工降雨装置 流出量（水・土）の計測

事業施行地（下層植生有） 事業未施行地（下層植生無）

現地調査の状況
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やまぐち森林づくり県民税関連事業評価システム検討委員会委員名簿
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○ 地域が育む豊かな森林づくり推進事業

１ これまでの取組（第３期～第４期）

  市町の要望を踏まえ、第３期対策から地域課題の解消等に資する本事業

を実施

(1) 中山間地域対策

・９市町で実施（延べ 65 箇所、延べ 76.4ha、事業費：150,214 千円）

◇農地周辺の緩衝帯林整備  ：６１箇所

◇生活道、人家周辺の森林整備： ３箇所

  ◇危険木や枯損木の除去   ： １箇所

(2) 地域課題対策

・１９市町で実施（延べ 227 箇所、延べ 168.52ha、事業費：386,440 千円）

  ◇森林公園整備や観光地・登山道周辺の修景伐採：１５７箇所

  ◇集落・市街地周辺の森林整備        ： ４５箇所

  ◇筍生産林整備               ： １８箇所

◇海岸林整備                ：  ７箇所

施工前

施工前

施工後

施工後

集落周辺の一体的な森林整備による生活環境の改善

農地周辺の一体的な里山林整備による鳥獣被害防止対策

施工前 施工後

地元ボランティアと一体となった景観整備の取組

- 40 -



２ 成果

  各市町の地域課題解決に向けた森林整備等を支援

〇放置された農地周辺の里山や竹林の整備により、鳥獣被害防止や農山村

風景の回復が図られ、森林が有する文化や生物多様性保全機能の維持・

増進に寄与

〇登山道や山頂周辺の修景伐採、森林公園等の整備により、景観の改善や

県民の憩いの場としての活用を促進し、森林が有する保健・レクリエー

ション機能を回復

３ 課題

○農地周辺の景観や環境の維持管理を担ってきた農家や集落は、過疎・高

齢化の進行等で活力が低下しており、荒廃が進む里地里山の保全・活用

等には各市町のニーズに応じた対応が必要

施工前 施工後

竹の抜き切り、林内整理
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○ 地域森林づくり活動強化対策事業

１ これまでの取組

   県民意見等を踏まえ、第２期対策からボランティア団体等が各地域

で取り組む自主的な森林づくり活動等への支援を実施

(1)第２期対策（27,157 千円）

・森林整備面積 36.71ha、58 団体、約 10,000 人の活動参加

(2)第３期対策（30,035 千円）

・森林整備面積 15.97ha、43 団体、10,025 人の活動参加

・5 市 1 町支援（岩国市,山口市,防府市,宇部市,長門市,田布施町）

(3)第４期対策（24,482 千円）

市町やボランティア団体、自治会などが行う森林づくり活動に必

要な資機材購入や森林環境教育、体験交流活動を支援しています。

また、指導者の育成やボランティア団体の連携・協力を進めるため、

研修会、情報交換会を行っています。

区分 R2 R3 R4 R5 R6
(６月末実績) 合計

事業費 (千円)
7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 35,000

5,000 3,500 2,982 6,000 3,284 20,766

支 援 団 体 数
8 8 8 8 8 40

8 7 6 10 5 36

支 援 市 町 数
3 3 3 3 3 15

1 － － 1 1 3

整備面積(ha) 4.20 4.78 0.35 2.35 3.37 15.05

参加人数(人) 891 1,317 1,093 1,741 920 5,962

※２段書の上段は計画、下段は実績を記載

【第２期～第４期の取組】

期 間
第2期

（H22～H26）

第3期
（H27～R元）

第4期
（R2～R6計画）

合計

整 備 面 積 （ha） 36.71 15.97 15.05 67.73

支援団体数 団体等 58 43 39 140

市町 － 9 5 14

参 加 人 数 － 10,025 6,000 16,025

事 業 費

（千円）

森林整備・環境 27,157 21,150 19,482 6７,789

市町 ― 8,885 5,000 13,885
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２ 成果

○ 県民参加による約 64ha の森林整備が進み、ボランティア活動が行

われた地域で良好な森林環境が保全

○ 現在、県内で 91 団体、約 4,400 人のボランティア活動が継続的に実

施

○ 環境教育活動に参加した子どもたちの森林への理解深化、森林への

関心の向上

３ 課題

○ ボランティア団体数及び会員数は、直近５年、横ばいで推移してお

り、会員の高齢化や活動停滞が懸念

○ 資機材購入等に対する市町のニーズは、低位で推移
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○ 県民参加の森林づくり推進事業

１ これまでの取組

① 第 1 期対策（26,884 千円）

・やまぐち森林づくりフェスタを５回開催し、30,500 人が来場

（下関市、周南市、宇部市、岩国市、萩市）

・県民税事業地を活用したＰＲイベントを県内各地で 84 回開催

・県下各地 243 箇所でパネルを展示

・やまぐち森林づくりレポートを作成し、関係団体に配布（13,000 部）

・森林づくり協議会資料及び森林づくりレポートを県ＨＰで公表

② 第２期対策（10,748 千円）

・きらら博記念公園において、やまぐち森林づくりフェスタを２回開

催し、56,000 人が来場

・県民税事業地を活用したＰＲイベントを県内各地で 47 回開催。

・県下各地 205 箇所でパネルを展示

・やまぐち森林づくりレポートを作成し、関係団体に配布。（20,000 部）

・県下各地 79箇所で出前講座を実施

③ 第３期対策（11,519 千円）

・県民税事業地を活用したＰＲイベントを県内各地で 12 回開催。

・県下各地 98箇所でパネルを展示

・やまぐち森林づくりレポートを作成し、関係団体に配布（16,000 部）

・レポート（概要版）を作成し、各イベントで配布。（40,000 部）

・県下各地 20箇所で出前講座を実施

・繁茂竹林の事業地６箇所に看板を設置

④ 第４期対策（27,856 千円）

税制度の導入目的や具体的な税の使途などについて県民の理解促進

を図るため、各種媒体を活用した情報発信や地域行事、県・市町の施設

でのパネル展示などの周知活動を行いました。
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区分 R2 R3 R4 R5 R6(計画) 計(見込み)

地域行事への参加等 52 回 81 回 75 回 74 回 60 回 342 回

県政放送（ＴＶ） 1 回 1 回 1 回 3 回

県政放送（ラジオ） 1 回 1 回

県政出前トーク 1 回 1 回

ケーブルテレビ 3 回 3 回 3 回 3 回 3 回 15 回

常設パネルの展示 10 箇所 10 箇所 10 箇所 8 箇所 10 箇所 48 箇所

レポートの配布 3,000 部 3,000 部 3,000 部 3,000 部 3,000 部 15,000 部

レポート（概要版）の配布 10,000 部 10,000 部 10,000 部 10,000 部 10,000 部 50,000 部

リーフレット 10,000 部 10,000 部

パンフレットの配布(児童) 474 部 364 部 21,738 部 10,000 部 32,576 部

看板の設置 1 基 1 基 1 基 3 回

2050 年の森等での周知 2 回 2 回 2 回 2 回 5 回 13 回

デジタルサイネージの活用 1 回 1 回

事業費（千円） 4,649 4,245 4,289 4,673 10,000 27,856

２ これまでの成果（県民税の認知度）

「県政世論調査」での県民税の認知度は、平均 33.9％となっています。

３ 課題

森林づくりレポートの作成・配布や、公的施設でのパネル展示など

様々な媒体・方法で県民税の認知度向上に努めているが、荒廃森林の整

備や県民参加の森林づくりなど県民税制度の一層の推進に向けては、森

林所有者等の理解促進やさらなる認知度向上を図ることが必要です。

第４期

第１期

第２期

第３期 ：最終年

R5 調査概要

【対象】

18 歳以上

男女 3,000 人

【結果】

1,311 人(43.7%)
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森林・林業を取り巻く環境変化

１ 森林資源の状況

①スギ・ヒノキ別

区分
森林面積（ha） 蓄積（千 m3）

全樹種 スギ ヒノキ 全樹種 スギ ヒノキ

平成 17 年度① 428,105 66,817 85,164 86,148 28,657 18,544

令和元年度② 425,211 65,581 86,991 122,871 51,379 33,013

令和４年度③ 425,135 65,552 87,071 125,396 52,752 34,495

増減(③-②) ▲76 ▲29 80 2,525 1,373 1,482

増減(③-①) ▲2,970 ▲1,265 1,907 39,248 24,095 15,951

②スギ・ヒノキ別７齢級以上（間伐対象）

区分
森林面積（ha） 蓄積（千 m3）

スギ ヒノキ 計 スギ ヒノキ 計

平成 17 年度① 57,496 34,103 91,599 26,304 10,901 37,205

令和元年度② 63,127 70,662 136,789 50,595 29,973 80,568

令和４年度③ 63,412 73,897 137,309 52,081 31,993 84,074

増減(③-②) 285 3,235 520 1,486 2,020 3,506

増減(③-①) 5,916 39,794 45,710 25,777 21,092 46,869

２ 林業事業体の状況

①担い手

区分 林業就業者数 林業認定事業体Ａ Ａのうち森林組合

平成 22 年度① 1,174 16 9

令和 27 年度② 997 18 9

令和２年度③ 665 17 7

増減(③-②) ▲332 ▲1 ▲2

増減(③-①) ▲509 1 ▲2

②森林組合作業班員（人）

区分 40 歳未満 40～59 歳未満 60 歳以上 計

平成 22 年度① 137 236 312 685

令和 27 年度② 100 150 112 362

令和２年度③ 70 133 50 253

増減(③-②) ▲30 ▲17 ▲62 ▲109

増減(③-①) ▲67 ▲103 ▲262 ▲432
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３ 木材生産等の状況

①木材生産

区分
素材生産量（千 m3）

針葉樹 広葉樹 計

平成 17 年度① 116 60 176

令和元年度② 196 47 243

令和４年度③ 224 22 246

増減(③-②) 28 ▲25 3

増減(③-①) 108 ▲38 70

②間伐実積

区分 切捨間伐（ha） 搬出間伐（ha） 計（ha） 材積（m3）

平成 17 年度① 4,969 56 5,025 －

令和元年度② 2,307 450 2,757 27,738

令和４年度③ 1,857 503 2,361 28,434

増減(③-②) ▲450 53 ▲396 696

増減(③-①) ▲3,112 447 ▲2,664 －

③丸太価格（円）

区分
スギ３ｍ
14～16

スギ４ｍ
18～22

ヒノキ３ｍ
14～16

ヒノキ４ｍ
18～22

平成 17 年度① 11,800 16,800 18,800 16,400

令和元年度② 13,100 13,100 17,500 16,400

令和５年度③ 15,900 14,800 19,400 19,300

増減(③-②) 2,800 1,700 1,900 2,900

増減(③-①) 4,100 ▲2,000 600 2,900
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１ 趣旨

令和６年度で第４期対策の実施期間が満了する「やまぐち森林づくり

県民税」の来年度以降の対応については、以下のスケジュールで進める

こととしたい。

２ 今後の検討スケジュール

時 期 内 容

７月 23 日

７月

10 月

１月

第１回やまぐち森林づくり推進協議会

・第４期対策の実績見込み、これまでの成果

・今後の検討スケジュール

県民アンケート、市町・関係団体へのヒアリング

第２回やまぐち森林づくり推進協議会

・県民アンケート等の結果報告、方向性の検討

第３回やまぐち森林づくり推進協議会

・来年度以降の対応の取りまとめ

※関係団体 山口県森林組合連合会、山口県木材協会、山口県薪炭同業

協会、山口県樹苗生産農業協同組合、各森林組合

３ 参考（全国の状況）

・森林整備等を目的とする税制度導入(超過課税)は 37 府県

【個人】300 円～1,200 円／年（本県を含む 20 県が 500 円／年）

【法人】5～12.5％相当額の上乗せ（本県を含む 19県が 5％）

・昨年度期間満了の岡山県、愛知県、群馬県、三重県、大阪府は期間

延長

今後の検討スケジュール
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